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　2014年に新病院が新築開院し、建物、設備などが一新され、快適な診療・

研修・生活環境が提供できるようになりました。

　約約13万3千人と人口が比較的多い地方都市の中規模中核病院で、名古

屋駅から交通の便が良いため、プライマリーケア中心の研修ができるととも

に、都会的な生活を送ることができます。

1学年少人数体制のため（令和5年度　定員４名）

１）病院全体で研修医を育てる体制がとられています。ローテート中の科にか

かわらず、いろいろなスタッフが声をかけてくれます。コメディカルから教

えてもらう機会も非常に多いです。

２）研修プログラムが、希望に応じフレキシブルに対応できます。将来設計に

合わせ、指導医と相談しながら自分でプログラムを組み立てることができ

ます。

３）当直は、月5回程度で、当直日を自分で選ぶことができます。困ったときに

は、いつでも上級医に指導・相談が受けられます。

４）いろいろな手技が経験できます。

５）研修医に対し指導医が非常に多いのでマンツーマン以上の充実した指導

が時には厳しく受けられます。いろいろな研修病院出身の若手・中堅医師

がいるので他の病院の経験知識が活かされています。

★ 病院の特徴

★ 研修の特徴
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朝の救急症例カンファレンス

手術室の様子 初期研修修了証授与式

　一宮西病院は愛知県一宮・尾張西部地域の救急・急性期医療を担う総合
病院です。2009年に新築移転し、従来以上に救急医療を充実させてきまし
た。年間約10,000台を超える救急搬送を受け入れる広大な救急センターが
あり、「24時間365日、いつでもどんな怪我や病気も断らない」「患者さま中心
のきめ細かい医療の実践」を基本方針に、地域の皆さまに安心と信頼を寄せ
ていただける病院を目指しています。循環器専門医が24時間365日対応で
きる「ハートチーム」、愛知県尾張西部医療圏で初となるSCU（Stroke Care 
Unit）を開設し、脳神経内科・脳神経外科合同のシームレスな「脳卒中セン
ター」といった脳卒中診療の充実にも努めています。その他「内視鏡センター」

「手の外科マイクロサージャリーセンター」「血管内治療センター」「人工関節
センター」などの分野別センター制を採用し、専門性の高い急性期医療の提
供を実施しています。
　特定の大学医局に入ることなく、多くの専門医取得トレーニングを行えるこ
とも当院の最大の特徴です。

　一宮西病院の初期研修のプログラムは、3つの特徴があります。
1）具体的教育
2）実践重視の指導
3）指導医との距離感の近さ
　救急外来におけるファーストタッチ件数が豊富でありながら、かつ模擬診
療を行い、FBをもらえる教育体制、各診療科で発生した手技に対し研修医へ
コールすることで研修医に手技を行ってもらう“卒研ピッチ”、コンサルする上
で上級医との共有を目的とする22時カンファレンスなど2年間と限られた時
間の中で医師としての礎を築いていただきます。
　他の特徴として、研修医に対し上級指導医80名以上と豊富な体制のもと
でのびのびとした研修を受け、数
多くの手技を経験できるのが特徴
です。研修医・指導医ともに出身
大学に囚われないオープンな医局
で、診療科の垣根なく熱心な指導
を受けることができます。

　一宮西病院は1年単位で大きく成長を遂げていく病院です。新病院に移転
し14年が経ち、病床数が157床から801床になりました。医師の数も毎年 
20名近くがコンスタントに入職しておりその勢いは留まることなく拡大してい
ます。東海圏のみならず、全国的に見てもこのような成長を遂げる病院は他に
例のないものだと思います。この数年間で全国レベルの実力を持った指導医
が多く集まり、新専門医制度では内科、外科、整形外科が基幹施設となりまし
た。全国の有名病院と連携していることから、今年4月にも多くの専攻医が入
職してきたのはその表れであり、教育環境が成熟してきた証拠であると思っ
ております。また豊富な症例から診断、治療の知識、多くの手技を経験するこ
とができ、特定の大学医局に属することなく後期研修を行えることも当院の
強みです。専門医取得後は当院常勤医として残ることや、留学などのキャリア
アップを図ることも可能です。

★ 病院の特徴

★ 研修の特徴

★ 専門研修／後期研修

メッセージ

3433

募 集 要 項
採 用 実 績 2022年度　4人　・　2023年度　5人

給与／月額 1年次　約360,000円　・　2年次　約380,000円
（※手当は含まず）

当直回数／月 5回（当直日の翌日は職務免除）
当 直 料／回 30,000円

そ の 他 賞与（6月、12月）・家賃補助（2/3補助、上限7万
円）・奨学金返還助成（月上限7万円）

応募連絡先
担 当 者 事務局管理課職員グループ　山中
電 話 番 号 0587-32-2111（代表）
E メ ー ル hp-shokuin@city.inazawa.aichi.jp

病 院 長 名

所 在 地

交 通 案 内

山口　竜三

〒492-8510
愛知県稲沢市長束町沼100番地

名鉄名古屋本線 国府宮駅(特急停車)から
バス６分、徒歩15分
ＪＲ東海道本線 稲沢駅からバス7分、タクシー5分

稲沢市民病院

指導医　（副院長　坂田 豊博）

研修医　（2年次研修医）

　当院の研修体制は、他病院での診療

や研修医の指導経験をもつ指導医が

直接指導することが、多くの診療科で

行われているのが特徴です。研修医に

対して指導医が多いこともあり、いろい

ろなタイプの研修医への対応が可能で

す。地域の病院ではありますが、地理的

にはほぼ都会環境ですので、オフタイム

も充実しています。

　中規模病院ならではの融通性を活かして、個々のペースで、研修生

活の質を保ちつつ、着実に研修を進めましょう。やる気と真摯ささえあ

れば、大丈夫です。

　当院の初期研修医は

１年目が4名、２年目が

5名の計9名で、日々研

修に励んでいます。稲

沢市民病院の上級医・

コメディカルは、優しい

方が多く、希望すれば

様々な手技や症例を経験することができます。研修医の定員が少ない

ことから、一人当たりの症例経験数や学会発表の機会が多いこともメ

リットです。病棟、研修医室も新しく、清潔感があり、最寄り駅から名古

屋駅まで特急で11分と良好な環境で研修を受けることができます。

　ぜひ、気軽に見学して、雰囲気を体験してください。お待ちしてい

ます。

募 集 要 項
採 用 実 績 2022年度　10人　・　2023年度　10人
給与／月額 1年次　500,000円　・　2年次　584,000円

当直回数／月 5回～6回
当 直 料／回 1年次　約20,000円　・　2年次　約25,000円

そ の 他 家賃補助あり（家賃の7割　最大７万円）

応募連絡先
担 当 者 澤田
電 話 番 号 0586-48-0033
E メ ー ル r-sawada@anzu.or.jp

病 院 長 名

所 在 地

交 通 案 内

上林　弘和

〒494-0001
愛知県一宮市開明字平1番地

名鉄一宮駅より名鉄尾西線（玉の井方面）に乗車「開明」
駅下車「開明」駅より一宮西病院まで、徒歩約1０分　　

【バスをご利用の場合】一宮市巡回バス『i-バス』
一宮コース　右回り　左回り　「一宮西病院」下車

社会医療法人杏嶺会 一宮西病院

プログラム責任者　（副院長　水田 啓介）

研修医　（1年次研修医）

　医師という職業を選択されたみなさ
んは、ほとんどの方がこの仕事を50年
以上継続することになります。専門性
の高いこの仕事を長く続ける中で、医
療に向き合う姿勢や考え方の基礎を形
成する大切な期間が初期臨床研修の2
年間です。この大切な時期を預かる上
で、当院が大切にしていることは、医師
として患者への初期対応力を育成する

こと、初期臨床研修終了後の専門研修に繋がるように学ぶ力を育成するこ
とです。そのためには多くの患者を自ら診察し治療にあたり指導医が適正
な指導で導くこと、多くの診療科での多くの指導医の専門性が高い診療に
触れる機会を提供し研修医とともに診療する場を提供することが大事であ
ると考えます。当院では救急外来の診療機会が多く、外来診療においても
研修医自ら診察し診断・治療のプロセスを検討する機会も多くあります。  
　医師の基礎力を育成できるように全力でサポートします。みなさんの見学
をお待ちしています。

　一宮西病院は自由度が
高くオープンな研修病院だ
からこそ、目標、目的を持っ
て働いていける医師が当院
は多いです。
　医局がなく全国各地から
様々な先生が集まり、いろ
いろな観点、いろいろな知
識を丁寧にご指導していただいております。
　なかなかそういった病院は全国探してもないと思います！
　救急車の搬送数も年々増加の一途をたどり、忙しいという部分はありま
すが、研修医としての経験値は圧倒的です。
　また、施設も綺麗で、福利厚生もしっかり整っていて、立地もよく、病院の
雰囲気も良いなどハード面もいいです。
　ただ、初期研修医がどのように働いているかは見たり、聞いたりしないと
わからないと思います。
　実際に病院見学に来てください！
　研修医一同、お会いできることを心よりお待ちしております。
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